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 皆さん、おはようございます。 

 

先週のきらりを紹介します。 

 水曜日に６年生が作ったコロナの動画を見ましたね。 

 夏休み中にみんなのことを思いながら力を合わせてコツコツと作ったそうです。出来栄えも素晴

らしいのですが、このような時期だからこそみんなで頑張って苦しさを乗り越えようというメッセー

ジが込められている作品だと思います。 

 本当に素晴らし作品をありがとうございました。 

 

 さて、今日は三つの幸せについて話をします。人間には「三つ幸せ」があると言われています。

それは、どんな幸せでしょうか。 

 

 一つ目は「してもらう幸せ」です。 

 例えば、赤ちゃんがおむつを替えてもらったり、泣いたときにだっこしてもらったりしたとき、

幸せな気持ちになり笑顔になります。もちろん、皆さんも家の人や友達、先生から何かしてもらうと

嬉しくなりますね。これが、「してもらう幸せ」です。 

 

 二つ目は「できる幸せ」です。字が書けるようになった、一人で自転車に乗れるようになった、

スポーツや習い事等が上手になった…。言い換えると「自分でできるようになった幸せ」です。何で

も自分でできなかったことができるようになると嬉しくなりますね。 

 

 そして、三つ目の幸せ。実はこれが一番大事であり、最高の幸せです。一体、どんな幸せだと思

いますか。 

 それは、「してあげる幸せ」です。「誰かが困っていたら助ける」「友達が一人ぼっちでいたら声

をかけて一緒に遊ぶ」など、他人に対して「してあげる幸せ」です。 

 誰かに何かしてあげれば、してもらった人は喜び、笑顔になって「してもらう幸せ」を感じます。

その喜んで笑顔になった姿を見ることで、実は自分自身も「してあげる幸せ」を感じて、同じように

「幸せ」な気持ちになるのです。 

 また、そういう優しい人のまわりにも同じように「してあげる幸せ」を感じる優しい人たちがた

くさん集まってくるのです。 

 「してもらった人」「してあげた自分」「自分のまわりに集まってきた人」、たくさんの人が幸せ

になる「してあげる幸せ」が一番大事で、最高の幸せなのです。 

 

 自分の力で「できる幸せ」を味わうとともに、何よりも人に何かしてあげることによって「して

あげる幸せ」をたくさんの人が感じられるさらに素晴らしい三小にしていってほしいと願っています。 

 

ずいぶん涼しくなってきましたが今週も熱中症、コロナに気を付けて頑張りましょう！ 

 

放送朝会の話 

 


